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2.〇〇〇ジャノマン<:D主基ヌド言忍語主

〇〇〇 ジャパンビジネス推移

（導入からの経緯）

’73. 〇〇〇 オブ 西武設立

J 
版1伴を経

［ほ一推移

• 3年契約を5期更新

’87.10. 〇〇〇ジャパンへ社名変更

・第 6次 5 ヶ年計画をスタ ート

・卸機能拡大ー全国ネットヘシフト

・店舗の再編、採算性重視

( 〇〇〇 Jのポジション）

・世界三大マーケットの一角、日本を担うNo. 3とし

ての位置 (〇〇〇世界戦略最重点強化地区）

－＝＝＝，－－－－－－子』

日本における業界動向

・市場規模 2 兆円、そして中期 4 兆円へ向け
業界再編の動き→異業種参入相次ぐ

・ストック型から日常ファッション必需品化

．各国プレステー ジ型ブランドの積極攻勢

⑪ 
・カルティ工、ガラ ー ド、ヤ ー ネスのインナ ー 攻勢

．ブシュロンのレ ・ ブリュリエル開発

・ティファニー銀座三越売場大幅拡大

・ハリー ウィンストンの進出一一ハイジュエリー市場

・メレリオ ・ ブルガリの積極的なP R活動

※ 有望市場での新たな競合激化の始まり

〇〇〇 ビジネスの現状

一一事 業展 開概要 一一

直営 ー一 ２店
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上記7店舗と年数回 ・ 数地区にて開催催事
での売上合計 約21憶（

’

88)

〈全品直輸入品） （万円）
1x1 I価格帯｜ 付 記
10% 11000以上｜資産価値・オートクチ1-JL
40% I 500� 1000 ·

50% I 10～ 500 I 11ツション性 ・ デザインジ1工リー

直亙面白 1. リング
2. ネックレス
3. ペンダントトップ
※ イヤ ークリップが好調傾向

｜平均購買価格卜…・・100万円前後

＼＼／／ 

商 品ライ ン に より異なる顧客 －－

40代女性をメインとして最近目立つ
New Rich族とヤングO L 
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本物、確固たるプレステ ージブランドであるものの
限られた階層の人のもののイメ ー ジ、世界が違う

“知る人ぞ知る” ブランドである為に、一般市民の
認知不足

事業計画

第 6次新5 ヶ年契約、合弁事業化に伴う

・ P LAN . 1 H1lll l1ll i!ll r ie i!ll ＇＂構想

1. 重点エリアの強化一一大型直営
（東京 ・ 横浜 ・ 大阪 ・ 京都 ・ 名古屋）

2. 全国9拠点への拡大

（札幌 一 東京 一横浜 一名古屋 一京都！
大阪 一神戸 一広島 一福岡

1. 〇〇〇ブ
f

ティックとCollection “La 
Boutique” （コーナー）の2本柱展開

2. インナ ー ・ アウタ 一両方向の拡大 

’89 ’90 ’91 ’92 ’93
既ブテイヴク 7 7 7 7 
新ブティック 。 6 6 
新コーナー 2 10 16 16 16 

計 9 19 28 Et2£rリ 29 
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1. コレクション ・ ラ ・ ブティックM Dの新規設定

2. 従来型、中高額商品群の充実

3. テ ーマ設定によるMD 群の構築

／一一一一一一一＼
i 営業政策〉戸lI 1. 7ティリ、コレクション ・ ラ ・ ブティック＆無店舗の

3チ ー ム編成の有効的述動による
拡販体制

2. 無店舗i営業の充実と店舗展開

・市場・タ ーゲ
、

ットの拡大と深耕

・拠点拡大に伴う営業基盤の整備と確立



3. 〇〇〇弓2ァ耳文り差是く王最均竜主基オ又言忍言散

世界市場動向

内世界マーケット聞の 競合激化 l 
l 好調日本市場を狙う動き／
＼ （欧州伝統マーケ ットの停）

．材料安 ・ 円安で 弾みがつく市場
（ダイヤモンド、貴石、到しド）

・中国・東南ア ジアのゴーILド人気 、資産価値の 期待

・77'J':13＇／ ・7ランド各社のデザインジz工•）－他参入

・米・仏・日三大マ ーケットの定着化と欧州 各国の
積極的戦略

・競合各社 ともボリュ ー ムゾー ンへの傾斜
（商品・価格政策）

7ヲシ1ロジ ・ 壬－1サシ ・ メレ 1）ォ・1MJ•J ・カ晶子ィ工 ・ ティ77ニー

巴tc 伝統7レステ ー ジプランド

競合各社 の現状

代理店 日本での 昨 年 実 績店舗数数

ティファニー 三越 2 0 3 0 億

小売ベースシ ョ ー メ 三越
3億円

レ・マスト ・ ド・ 小売ベース
カ ルテ ィエ 1 3 （ジュエリー肪）カJLティ工

10億円

メレリオ ・ 1 5 小売ベースミス・ ジ1 工JL そごう 14テ． ィ・メレ まつや 1 10億円

ブルガリ アオイ 2 

ブシュロン 1JLーベIL
5 

,1，·売ベース
ジャ，1ン 7億円

モー ブッサン 大丸 5 小売ベース
2 ～ 3億円

平和堂ピ ァ ジ ェ
貿易 2 0 0 

業 界 動 向

・昨年度ダイヤモンド輸入実績世界の24%
米に次ぎ2位

・総合商社 、非鉄各社 など異業種参入が引金と
なり、販売チャネルの増加と活性化を誘発

・好調日本市場を狙って欧州高級 プレステー ジ
ブランドの積極攻勢

・超高級宝石店ハリー ウィン スト ン 日本上陸
（平均価格 2700万）

・川下作戦 ・ 裾野拡大の為にあの手 ・この手の
競合各社

・カJLr1I ・aラー ド・ヤーネス→インナ ー 攻勢
・7シエロンの 商品開発、7ロモーション展開

• 7",(77ニー ・プJL刑の 店舗拡大

押し 寄せ る業界再編の波

客 層 7
で金

EC れ 筋

95%は女性客 オー プンハー ト
最近は高校生に好調 ピー ンズ
ヤング ・ カップルも 10. 000円以内のステ ーショナリー

95%は女性客 「ショーメらしさ」の ある商品
40歳以降 が主流だ

、
ったが

ブライダル企画 で若返る
トタJL7n：！ョンとして

20歳以上の男女 人気はやは り三連リング
皮製品と合わせる人も 豹をモチー フとした
80% が女性（ジュ工•）－部門） アクセサリ一類

20代後半からお年寄ま で 伝統ある馬の置物（シM-)
幅広い その他、メレリ才・ ，tー ド(10万円）
95%は女性 トウシi-i（～20万円 ）が人気

ゴーILドジュエリー が人気
20～60歳 位の女性 貴石よりも半貴石が売れる

40代以降の女性 自分の ために買う人が圧倒的
ギ7トは少ない。リングに人気集中

90%は女性 ギフトはまあまあ
40～60歳中心
破格の お金持ちばかり
納税額1000万円以上の 人 ジュエリー部門が好調
も多い

社会消費環境

・財テク、土地テク、円高低金利
メリットの富裕層出現

・女性労働者拡大 で女性の高消費
層の拡大

・知性 ・ 教養を含めた、生活アッ
パー 志向層 、本物がキ ー ワ ード
となっていく。

・海外旅行も日常化

新階層 消 費の 定 着

今 後 の 展 開 ・ その他

特になし

ネックレスとイヤリン ク
ー
などのアン

サン フ。
ルを売ってゆきたい

(500万円 前後 ）

ブライダル商品を企画中
今後 いっそう強化したい

急成長は考えてい ない
年2回のホテルでの展示回あ り

63年11月に大阪オー プン
ギフト需要の 伸び が最近目立つ
結納返 し・記念品ニーズも好調

特になし

時計も、日本に紹介してゆきたい

今のまま 、スタイルを変えたくない
ピアジェで全て揃えているという
お客様を大切にするため

宝飾
’
市場環 境

・市場規模2兆円から4兆円へ向けて

・円高メリット をうけて欧州高級 ブランド 人気

・とぶように売れるけラヮト ダイヤ（50万～100万）

・株 ・ 土地テク受益者の投機的需要 と、マ イホ
ー ムあきらめ組

・ダイヤ売上前記比 20%増（上野松阪屋）

・宝飾品売上前記比 40%増（有楽町西武）

• 50万仰100万ダイヤ資産用／40万前後の婚約指輪

．有楽町西武にダイヤモンドバー／ワコーJLは 宝石付ストッキング

・消費税導入で更に弾みに期待集まる

l宝飾品の 大衆化＝＝才シャレ必需品として日常化｜

高級化志向がブー ムへの火つけ役と

なり、飛躍的 に伸びるマーケット

そして、ファッションは もとより、

ギ フ ト 市 場・独身市 場と いった

新しい市場をめぐり競合激化



4.営業戦略目J標とマーケティング戦略の基本白勺な云雪え方

「七
日

営業戦 略目標 マ ーケティング課題と方向性

〇〇〇ブランドアイデンティティの確立

化と、良い意味でのナショナルブランド化

（長期視点〉

〇〇〇ジャパン設立を契機として、圏内におけ

る販路拡大 と売上の確保による、競合他社に対する

優位性の確保
日 行ンド戦略コンセプトの明確化とタ ーゲットの

の再構築

円 事業計画（商品エリア店舗売上）と営業

販促活動計画との有機的相剰

＼＼／／ 

・高級感・プレステ ージ維持

を前提とする拡販戦略
日 大型ブティック及びコ十展開の全体における

ポジショニングの明確化

日 〇〇〇ジャパンと全国各店舗との連携は

る営業 力のスケ ールアップPLAN-100 
囚 競合各社への競争力強化を目的問、差別性の

あるプロモーション構築
• 1993年（5年後）小売ペース

100／意達成に向けて

＼＼＼一三Y

市 場創造・育成型 戦 略 に よ る 拡販

｜ ｜／／／ヘ＼＼

（短期視点〉
lF
方

向

性

」｜

戦略的活用による、〇〇〇マ ーケ ットの拡販 

と活性化の実現

新展開ラインCollection"La Boutique” の
競合激化する欧州伝統フ．レステージプランド市場内

での新規ボリュ ー ムゾー ンによる早期市場及び顧客

開拓

マーケティング戦略の基本的考え方

Collection “La Boutique ” ワ ー ル ド を表現しう る

送り手側の感性を盛り込んだ “マ ーケティングミックス ”

・｜展開商品構成｜

Collection"La Boutique” 

7ティリラインのコしクション 

= 〇〇〇の推奨品

・｜ Collection"La Boutique，， ワ ールド

生活者の高感度なニーズ、ウォンツに伴う価値
観に応える、バラエティ豊かな、 VC Aよりの
推奨品群（特にプライダ）し、7ニパーザリー、わト）

生活者各々の価値観を投影するに足るリーズナ
ブルなP RIC Eではなく、 V ALU E尺度で
評価されるもの

単なるモノを売る場所にとどまらず、商品 の
もっている世界を広く情報発信するS CENE 
として

生活者主導型の各種モチペーションを刺激する
又は、それに応える姿勢で、の心地良さ醸成 と
微妙な差異

※ 営業戦略の別途構築



5. Co 1 1 ect i o n “ L a Boutiqu e ”

〇〇〇コンセプト コ考費実

！
一…閥的実感lこ｜

通じる 新しい尺度の出現 ｜ 

回
柔軟性と主張のある

自己実現へ 可

［
ライフスタイ一一性を｜

ナチュラルに表現するフレキシピリティ ｜ 
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一一 時代 の感性 を捉えた 一一

新しい賛沢

＝淑女気分の提案

“

Collection 

La Boutique "〇〇〇 

Casual 

＆ 

Elegant 

伝統に培われた洗練の優雅さ。

飾りすぎず、地味すぎず、誇張した

女らしさでなく内面からにじみ出る

自然な女らしさの提案。

Jl!Elf ii /7£ COJIIJC/0/JS ○○○ 

・現代をしなやかに泳ぎ、自分らしさにこだわるセンシブル

な大人の女性達に贈る〇〇〇からのメッセージ（推奨品） 

ジュエリー。

・エレカ。ントを核として、機能としての日常性、実用性を加

味した女性らしさを引き立てるジュエリー群。 

〇〇〇が贈るファッションジュエリ ーの新潮流（ブリッジ）

灼ンニー1対応

Lvu
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／／一

てて
マイオウ川ランド志向

自己実現欲求

ステイヲルブランド志向

｛タ ー ゲッ卜想定｝

24～35歳キャリアアダルト

大人のオシャレを自然に楽しめる前向き高感度な女性



〇〇〇ポジショニング
、

上ヒ雫交Boutique “L a=7'ε乙Collection ？ユ，つf ラユィ6. 

キーワードト－ 9 ）レイメージ二ノメイ標目ゾ ー ンカテゴリ ー
jレイフロプ

・きらびやかな夜

・特別なオシャレ

World 

本物志向の上流階級層に贈る芸術性が高く、家宝としての資産価値も高い
最高級の一品

t /J e 。 fCLASS F.!RST 

． 

（社会的地位のある本当のハイソサイエティの40歳以上のシニアアダルト
女性達

． 型来

・普遍性

・静
（ブティック）

・ハイソサエティ

・サロン

・美術館

・伝統

・威厳

・オ ーフ．ン

・ドラマティックな昼下り

．日常のオシャレ

・フレキシピリティ

．動

｜選ばれたセンスある商品｜と｜選ぶセンス 使いこなす

センスのある人！との新山会いの創造。

着る

なものにとらわれない

（装飾）から

（同化）、持つ （所有）から、使う価値の普及

買う（財力）から、選ぶ（センス）、 つ ける

HIGH 

プ
レ
ス
テ
ー

ジ
格

Better 

High 

Jowelly 

。
いい白
いH自haaいいい

…

iah
山

山川
．

日

λ川whu浦河・・
日・

日中

i

 

nb十URHH一日一日日
－

…

””
： ，

日

向

。

。山山
山山

：
江

戸

nHU・”一unu一
t川

Collection 

“La Boutique
” 

Boutiqu e”

〇〇〇 Collection “ しa

・感性エリー ト

・カフェ

・ギャラリ ー

〇〇〇 

・

（コ ー ナ ー）

CONSC.!OUS L .! FE NEW 

・若さ

・自然

しなやかに生き、自分らしさにこだわるセンシブ）レな大人の女性達に贈る
〇〇〇からの推奨ジュエリー

24～35歳のキャリアアダルト （大人のオシャレを自然に楽しめる前向き高
感度な女性達）圃



7.タ ー ウJット霊安支Eとブランド主主オ又単文国各

コレクション ・ラ ・ ブティック
イメ ー ジ戦略ポジション

〇〇〇ブランドのイメー ジリ ー ダー的位置づけ

としてのプレステ ー ジ商品イメー ジの継続

7レステージ

＼の〇〇〇ノ コしクション ・ラ ・プテイヴク
ステイ灯 、

ぐ ‘I'·.

資産 、ご． t& 
60代 W

ポピヱラリティ

カジi7Jし
20代

〈プレステ ー ジ商品としてのポピュラリティー〉喝
l

� 

消費環境変化注目トレンド

・新消費階層の台頭（ニi-'J,'f層、
ニi-1）レジョ7層＝リッチDL、DI NKS etc)

・海外旅行により輸入ブランドへの接触

．円高による高級ブランドの大衆化と、
正統派上流階級の顕在化

・肩書としての上昇志向から生活全体の
アッパーミドル志向

・インポートブランドの一大ブー ム
マイナ ーイタリアンプランド人気

．ハイソブランドの大衆化
シャネJレ、ヴィトン、エルメスなど

ヨl・一方、精神性・内面性の表現手段とし
てのファッションへの傾倒

・新しい選民意識、選民志向の高まり

タ ー ゲッ卜の設定

・コレクション ・ ラ ・ ブティック展開を契機とする
新規ターゲ

、
ットの設定 と、新規顧客の開拓

・イメー ジターゲ
、
ット、戦略ターゲットの明確な差

別化による効果的展開の構築
（イメー ジ、戦略、ボリュ ー ム）

｜新設拡大タ引ト｜

〔仮設戦略ターゲットプロフィー ノレ〕

ζ�っ

く王Eコ

CEEfI0 

24～35歳（女性）、社歴3年以上のキャリア
0 L と D INK S を含む有職主婦

大都市（都会）、高感度エリア

個性重視・自分中心 ・ 自己表現欲求大で、
自分への投資はおしまない、感情不安定型、
どちらかというと、流行に左右されやすい

⑤豆豆亙つ 自己実現ニ ー ズ、革新よりも保守、上位
ポジションへの強い憧れが源動力

く互亙亙〉 ライ77,1ザベサ77ツションへの高い関心
余暇は海外旅行かマリンスポー ツ
芸術等知的関心も、複合文化志向

〈イメー ジターゲット）

高級、ハイソサイエティな生活が日常の同年代の良家
の子女とヤングミセス

ターゲット基本戦略

新しい階級社会進展を反映した 一一

〈ターゲット ・ ネオヒエラルキ一戦略〉

ファッションへの自己実現
ニ ー ズが高く、プレステ ー

ジ商品を自分のものとして
自然に見せることのできる
24～45歳女性

既存客
（ハイ刈長）

ボリュ ー ム
（ニi-1）レジョ7族）

ブランド基 本 戦 略

プ レ ス テ ー ジ の 維 持・向上

イメ ー ジクオリティの維持・強化

付加価値の創造

新旧顧 客 層 の マ イ ン ド 強化

戦 略 コ ン セ プ ト

討ヨ足 .芸Zご・多気・タラ

・社交界を彩ってきた品性溢れる、しとやかな女性
の雰囲気を保有する〇〇〇の商品を身につけるこ 
とによる精神融合

・女性の願望とも重なるコンセプトの設定

・女性なら誰でもが憧れるモノと気分 

＼＼＼ノ／

ネ オ ヒ エ ラ ル キ 一 対 応型

マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略

個別 対応、選択型対応による広がり、

遠心力を生み出すマーケティング展開

イメー ジ情報統一のネオヒエラルキーを軸として

ーよ三三』F
く メディア 展開 〉

に イベン ト 展開 〉

仁 コミュ ニ ケ ーション展開 )

く エ リ ア ・ 店舗展開 〉



マテ
8. タ ーゲット ネオ・ヒエラルキー 単昆田各5こ芸基ーゴし可アこ買反イJ足単克国各とヌヨ,r旬 佐主 ｜淑女気分への憧れ l 憧慣｜ ｜ 

1淑女気分体験者へcut童れ｜

く基本的な考え 方〉
プレステ ージ維持と拡販という相反する課題をもつことから、

ティファニー・カルティエの教訓（大衆化・置良顧客ばなれ…）

を踏まえ、ターゲットに各々の役割をもたせた中期的捉え方。

／
 〆

／

（未知な潜在顧客）

ボ ー ナス一括払い
マスはきらい、メジャ ー は好き
金銭感覚は鋭し大胆！

カリスマ化

スペシャル対応

（イメ ージフィクサ ー ）

組 織 化

イベン トなどS p

（イメ ージメ ーカ ー ）

戦略ターゲット

告 知 化

媒体活用／憧れ喚起

（イメ ージイ ーター）

タ ー ゲ ットポ ジ シ ョ ニ ン グ

既存客 ・ 本当の上流階級

・売上げの大幅増は見込めないが、周囲へ

の多大な影響力をもっ。同じレベル顧客

層へのメディアとして期待。

・審査によりスペシャルカスタマ ー として

の組織作りをし、カリスマ化する。

販 促課 題 と 対策案ポ イ ン ト

（ロイヤリティ強化〉

実充の営
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良家の子女及び周辺層

・高級品購入には慣れている、文、情報も

既 にある。H・H・ ブライダルへの期待

．ニュ ー ブルジョア族へ影響を及ぼす層と

して重要なポジショニング。

・文、島知ョン ・ぅ・17，（＇）�の主要顧客として、

見込める戦略ターゲットとしても……。

将来有望市場

〈購買意欲喚起とリピ ート購入促進〉

•〇〇〇クラブなどで組織化 

Special感の醸成

・ ハイソなイベント企画

リッチ派のO L、ヤングミセス

・金はあるが、〇〇〇の存在を未だに認知 

していないか、不明瞭0

・媒体の影響を受けやすく、ハイソ情報 に

は敏感 に対応。しかし、誰もが 認める

ブランド品であって欲しい。

・独身ファッショジ市場 

一→ ブライダル市場への継続性

〈知名度・認知度アップ〉。来店促進

．雑誌を中心とする媒体の多用化

① ハイソジュ ニアへの憧れ喚起作戦

パブリシティ

② プレステ ージ、イメージ重視の

広告表現による意識高揚化

③ 25ns、マリクレ ールetc

ヤンググレ ード＆ミセス品主



9. 貝反イ足圭基オ又単元国各 〈中其月字見烹〉

ブランド戦略 販促戦時方向性

口

． コミュ ニケ ー ションの立

・ オリジナリティのある演出効果

・長期展望での継続性

φφ くあ ⑪ 販 イ足 戦 日告

.......,:J一一ーームー 田｜ 〇〇〇 1ランドアイデン ティティの確立
｜｜ 

口一闘軸『

� I 
• Ifトド重視媒体戦略

しロパ・タ吋
・ハイクオリティの表現

I J 刷占向 \ l・ディーラー支援体制強化

Pノ ｜
・山SPO)対応

I \_
S 

• 7-JLイベント 開発

販 促 戦略課題

〇〇〇ブランド
アイデンティティの確立 ＠〉

／
①

一一＼く� Ill \I 畑山町

〇〇〇認知・理解層の拡大
と認知方向性の明確化

戦略拠点でのフeランドイメ ージ確立
と拠点ネットワ ー クの強化

タ ーゲットの明確化と顧客開拓

戦略エリアでのフー ロモ ー ション強化

〇〇〇ファンの固定化と
購入（来店）促進

p R戦略展開の強化と
情報の質的・量的コントロ ー ル

回 ｜

タ ーゲット選別型表現と媒体戦略

情報発信の立体化と統合化

イメ ージ情報の深化と集中化

顧客・プレス関係
リレ ー ション強化

ショップ情報発信力の強化

その他との連動

・エリア催事の強化

• 1レス対応力の強化

• 1viとのリレーション 開拓
と強化

・情報レリースのコントローJL

・ベ ー シックデザ、 イン
のマニ ュアル化

・販売マ ニュアル 開発

・店舗ディガレイの統一、
マニュアル

・各種管理の充実

中期展開方針

「ど展 開ステッ プで

｜｜ 
初年度 一一 ｜ 導入・ 開発期

2 年度 一一 ｜ 増幅・展開期

3 年度 一一 ｜ 展開・拡充期

年度性格と重点課題

（拠点拡大との相関）

｜潜在顧客発掘期 (9) I 
．ブランド知名度の向上

・ブランド理解層の拡大

・拠点体制づくり

一一 A D 、 P R重点 一一

て7

｜潜在顧客育成期（19) I 
・知名度アップに伴い、商品

接触層の拡大促進

・ディーラーJblJ711ツール類の充実

-AD、SP、イベント展開重視一

てア

｜潜在顧客獲得期（28) I 
・購買層の拡大、そして固定

客、ファンづくりへ

・ショッブ’を中心とする
エリア戦略充実

ーがィn·,IJk1町ーションの
更なる拡大 一

※ （）内は店舗数



〇〇〇ｸﾗﾌ゙、ｸﾘｽﾏｽﾊ゚ ﾃーｨ、ﾓﾝﾄ゙ｺﾚｸｼｮﾝetc



1 1. ク リコニイラ二ィブ
f

単文田各O＿＝＞ 互主三忙白勺-rs..ヨ雪メ乙ヌ"5"

クリエイティブの基木的考え方

潜在顧客に対しては、 〇〇〇が数ある高級宝飾品ブランドの中でも、伝統と、商品群

の品質の確かさ、芸術性の高さによって吋世界が認bムる超 一 流ブランドであることの

訴求を行うことにより、そのプレステ ー ジの高さをイメ ー ジづける。又、既存客に対

しては、一層のロイヤリティ強化を図る。

一方、Collection “
La Boutique

” においては、本来の宝飾品の概念に、実用性も加

味し、特別な場の誇張された女らしさでなく、日常の内面からにじみ出る自然な女ら

しさの提案という精神性をより身近な視点でアピ ールすることにより、タ ー ゲットの

共感を獲得することを狙いとする。

。告コンセプト〉

／1111｝11111、

．
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．
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Casual 
＆ 淑女気分

（表現テ ー マ〉
大人の女性の daily life (on & off) 

・フォ ー マルは勿論のこと、多様化する大人の女性の様々な
生活シ ー ンの中に自然に溶け込むCollection “

La Boutique ” 

・本物を身につけることで得られる自信や精神の安定感は日常
の中でこそ求められている。

・特別ではなく、ちょっと違う普段の私。時代が求める女らし
さはCollection “ La Boutique ” を身につけることから始ま
る。

け 表 現フ ァ ク タ ー＆サポ ー ト

・ パリの5大宝石店の中の ー っとしての伝統・格式・品位・プレステ ー ジ

・ 世界及び圏内ネットワ ー クにおけるスケ ール感

・ ベ タ ー プライスと商品バラエティ

・ ブライダル・アニパ ー サリ ー ・ギフトなどのモチペ ー ション

・ 昔、そして今に続く、モ ー ドファッションの都 ノ守リ・イメ ー ジ

ペ 全体の ト ー ン＆イ メ ー ジ

・ 通常の高級宝飾品の広告にありがちな、厳格で近寄り難いイメ ー ジの
商品広告よりも、生活者と同様なレベルでの、品位の中にも親近感を
感じるイメ ー ジ情報発信が重要となる。と同時に高級宝飾品としての
ブランドア イデンティティを明確に伝えることも忘れてはならない要
素である。

・

・ “

衝で、職場で、アフターファイブで様々に変化するJ ewe 11 yの表情と
身につけた女性の気分を演出し、生活実感・身分実感に通じるレベル 
での憧れイメ ー ジの伝達。文、〇〇〇の高品質、高級感を十分に伝え 
うるクオリティとグレ ー ドをもった広告表現を基本とする。

淑女気分 ” を伝えるコピ ー とソフィスティケイトされ、粋さの漂うピ 
ジュアルのコンビネ ー ション

「l！」
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